
(57)【要約】

【課題】１動作で簡単に成形品を脱型することができ、

しかも美麗な仕上がりとなる成形用金型と、それを用い

た合成樹脂製品の製法と、その製法によって得られる合

成樹脂製品を提供する。

【解決手段】根元部２３がベースプレートに取り付けら

れ先端側に延びる両側面が先端部に向かうほど互いに接

近するテーパ状に形成された土台部２０と、上記土台部

２０の両側面に沿ってそれぞれ進退自在に取り付けられ

先端部に雌ねじ賦形部３１が形成された２個一対の分割

賦形部２１、２２とを有し、この２個一対の分割賦形部

２１、２２が、成形後に、上記土台部２３のテーパ状両

側面に沿って前進して互いに接近し、上記雌ねじ賦形部

３１と成形品雌ねじ部との係合が外れるようになってい

る金型を用いるようにした。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 雌 ね じ 部 を 有 す る 合 成 樹 脂 製 品 の 射 出 成 形 に 用 い ら れ る 金 型 で あ っ て 、 ベ ー ス プ レ ー ト
と 、 根 元 部 が 上 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 取 り 付 け ら れ 先 端 部 に 雌 ね じ 賦 形 部 が 形 成 さ れ た 第 １
の 金 型 Ａ と 、 上 記 第 １ の 金 型 Ａ の 先 端 部 と 対 峙 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 射 出 成 形 時 に 前 進 し
て 上 記 第 １ の 金 型 Ａ と の 間 で 成 形 空 間 を 形 成 し 、 射 出 成 形 後 に 成 形 品 を 保 持 し た 状 態 で 後
退 す る よ う 設 定 さ れ た 第 ２ の 金 型 Ｂ と を 備 え 、 上 記 第 １ の 金 型 Ａ は 、 根 元 部 が ベ ー ス プ レ
ー ト に 取 り 付 け ら れ 先 端 側 に 延 び る 両 側 面 が 先 端 部 に 向 か う ほ ど 互 い に 接 近 す る テ ー パ 状
に 形 成 さ れ た 土 台 部 と 、 上 記 土 台 部 の 両 側 面 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 進 退 自 在 に 取 り 付 け ら れ 先
端 部 に 雌 ね じ 賦 形 部 が 形 成 さ れ た ２ 個 一 対 の 分 割 賦 形 部 と を 有 し 、 こ の ２ 個 一 対 の 分 割 賦
形 部 が 、 上 記 第 ２ の 金 型 Ｂ の 後 退 と 同 時 に 土 台 部 の テ ー パ 状 両 側 面 に 沿 っ て 前 進 し て 互 い
に 接 近 し 、 上 記 雌 ね じ 賦 形 部 と 成 形 品 雌 ね じ 部 と の 係 合 が 外 れ る よ う に な っ て い る こ と を
特 徴 と す る 成 形 用 金 型 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 第 １ の 金 型 Ａ の 土 台 部 が 、 ベ ー ス プ レ ー ト に 対 し 周 方 向 に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ
て お り 、 上 記 土 台 部 を ベ ー ス プ レ ー ト 裏 面 側 か ら 周 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ の
金 型 Ａ に お け る 雌 ね じ 賦 形 部 の 周 方 向 の 位 置 が 調 整 で き る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ 記 載
の 成 形 用 金 型 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 成 形 用 金 型 を 用 い て 、 雌 ね じ 部 を 有 す る 合 成 樹 脂 製 品 を 成 形 す
る こ と を 特 徴 と す る 合 成 樹 脂 製 品 の 製 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ の 合 成 樹 脂 製 品 の 製 法 に よ っ て 得 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 合 成 樹 脂 製 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 雌 ね じ 部 を 有 す る 合 成 樹 脂 製 品 の 成 形 に 用 い ら れ る 金 型 お よ び そ れ を 用 い た
合 成 樹 脂 製 品 の 製 法 、 並 び に そ れ に よ っ て 得 ら れ る 合 成 樹 脂 製 品 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 合 成 樹 脂 製 の キ ャ ッ プ の よ う に 、 内 側 に ね じ 部 が 形 成 さ れ た 形 状 （ 雌 ね じ 部 ） を 有 す る
合 成 樹 脂 製 品 を 射 出 成 形 で 得 る 場 合 、 成 形 品 を 脱 型 す る に は 、 成 形 品 の 雌 ね じ 部 と 、 金 型
の 雌 ね じ 部 賦 形 部 と の 係 合 を 外 さ な け れ ば な ら な い た め 、 外 側 の 金 型 を 外 し た の ち 、 内 側
の 金 型 を 回 転 さ せ て 成 形 品 と の 係 合 を 外 す 等 の 工 夫 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 合 成 樹 脂 製 の キ ャ ッ プ を 、 分 割 可 能 な 金 型 を 可 動 側 に 設 け 、 こ の 金 型 と の 間 で
成 形 空 間 を 形 成 す る 回 転 可 能 な 金 型 を 固 定 側 に 設 け る と と も に 、 こ の 成 形 空 間 内 に 出 没 可
能 な 押 圧 体 を そ の 中 心 を 貫 通 す る よ う に 取 り 付 け た 金 型 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ６ ０ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 金 型 を い ち い ち 回 転 さ せ て 成 形 品 と の 係 合 を 外 し て 取 り 出 す こ と は 、 手
間 と 時 間 を 要 し 、 作 業 効 率 が 悪 い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 成 形 品 が 大 径 で あ っ た り 、 ね
じ 山 数 が 多 い と 、 金 型 と 成 形 品 の 噛 み 合 い 面 積 が 大 き く な る た め 両 者 が 離 れ に く く 、 無 理
に 離 す と ね じ 山 に 歪 み や 損 傷 が 生 じ る お そ れ が あ る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 １ 動 作 で 簡 単 に 成 形 品 を 脱 型 す る こ
と が で き 、 し か も 美 麗 な 仕 上 が り と な る 成 形 用 金 型 と 、 そ れ を 用 い た 合 成 樹 脂 製 品 の 製 法
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と 、 そ の 製 法 に よ っ て 得 ら れ る 合 成 樹 脂 製 品 の 提 供 を そ の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 雌 ね じ 部 を 有 す る 合 成 樹 脂 製 品 の 射 出 成 形 に 用
い ら れ る 金 型 で あ っ て 、 ベ ー ス プ レ ー ト と 、 根 元 部 が 上 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 取 り 付 け ら れ
先 端 部 に 雌 ね じ 賦 形 部 が 形 成 さ れ た 第 １ の 金 型 Ａ と 、 上 記 第 １ の 金 型 Ａ の 先 端 部 と 対 峙 す
る 位 置 に 配 置 さ れ 、 射 出 成 形 時 に 前 進 し て 上 記 第 １ の 金 型 Ａ と の 間 で 成 形 空 間 を 形 成 し 、
射 出 成 形 後 に 成 形 品 を 保 持 し た 状 態 で 後 退 す る よ う 設 定 さ れ た 第 ２ の 金 型 Ｂ と を 備 え 、 上
記 第 １ の 金 型 Ａ は 、 根 元 部 が ベ ー ス プ レ ー ト に 取 り 付 け ら れ 先 端 側 に 延 び る 両 側 面 が 先 端
部 に 向 か う ほ ど 互 い に 接 近 す る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 土 台 部 と 、 上 記 土 台 部 の 両 側 面 に 沿
っ て そ れ ぞ れ 進 退 自 在 に 取 り 付 け ら れ 先 端 部 に 雌 ね じ 賦 形 部 が 形 成 さ れ た ２ 個 一 対 の 分 割
賦 形 部 と を 有 し 、 こ の ２ 個 一 対 の 分 割 賦 形 部 が 、 上 記 第 ２ の 金 型 Ｂ の 後 退 と 同 時 に 土 台 部
の テ ー パ 状 両 側 面 に 沿 っ て 前 進 し て 互 い に 接 近 し 、 上 記 雌 ね じ 賦 形 部 と 成 形 品 雌 ね じ 部 と
の 係 合 が 外 れ る よ う に な っ て い る 成 形 用 金 型 を 第 １ の 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 成 形 用 金 型 の な か で も 、 特 に 、 上 記 第 １ の 金 型 Ａ の 土 台 部 が 、 ベ
ー ス プ レ ー ト に 対 し 周 方 向 に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 上 記 土 台 部 を ベ ー ス プ レ ー
ト 裏 面 側 か ら 周 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ の 金 型 Ａ に お け る 雌 ね じ 賦 形 部 の 周 方
向 の 位 置 が 調 整 で き る よ う に な っ て い る 成 形 用 金 型 を 第 ２ の 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ ま た は 第 ２ の 要 旨 で あ る 成 形 用 金 型 を 用 い て 、 雌 ね じ 部 を
有 す る 合 成 樹 脂 製 品 を 成 形 す る 合 成 樹 脂 製 品 の 製 法 を 第 ３ の 要 旨 と し 、 そ の 製 法 に よ っ て
得 ら れ る 合 成 樹 脂 製 品 を 第 ４ の 要 旨 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 成 形 用 金 型 に よ れ ば 、 雌 ね じ 部 を 賦 形 す る た め の 第 １ の 金 型 Ａ が 、
土 台 部 と 、 土 台 部 の テ ー パ 状 両 側 面 に 沿 っ て 進 退 す る 分 割 賦 形 部 と で 構 成 さ れ て い る た め
、 上 記 分 割 賦 形 部 を 前 進 さ せ る だ け で 、 成 形 品 と 分 割 賦 形 部 と の 係 合 を 外 し て 成 形 品 を 簡
単 に 取 り 出 す こ と が で き 、 作 業 効 率 が よ い 。 そ し て 、 成 形 品 の 雌 ね じ 部 に 無 理 な 負 担 が か
か ら ず 、 美 麗 な 仕 上 が り と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 成 形 用 金 型 の な か で も 、 特 に 、 上 記 第 １ の 金 型 Ａ に お け る 雌 ね じ 賦 形 部
の 位 置 が 、 ベ ー ス プ レ ー ト 裏 面 側 か ら 調 整 可 能 に な っ て い る も の は 、 外 形 状 に 対 す る 雌 ね
じ 部 の ね じ 始 ま り の 位 置 を 調 整 す る 場 合 、 試 作 品 成 形 後 、 再 び 金 型 全 体 を 開 い て 雌 ね じ 部
賦 形 部 の 位 置 を 調 整 す る 必 要 が な い た め 、 さ ら に 優 れ た 作 業 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 上 記 成 形 用 金 型 を 用 い た 本 発 明 の 製 法 に よ れ ば 、 上 記 成 形 用 金 型 の 構 造 的 な 特
徴 に よ り 、 非 常 に 効 率 よ く 合 成 樹 脂 製 品 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 製 法 に よ っ て 得 ら れ る 本 発 明 の 合 成 樹 脂 製 品 は 、 雌 ね じ 部 が 美 麗 に 仕 上 が っ
て お り 、 ね じ が し っ く り と ら 合 す る 、 優 れ た 製 品 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 成 形 用 金 型 の 最 良 の 形 態 を 示 す 部 分 断 面 説 明 図 で あ る 。 こ の 成 形 用 金
型 は 、 図 ５ に 示 す 、 背 の 低 い 直 方 体 形 状 の 化 粧 料 容 器 の 蓋 部 １ を 、 射 出 成 形 に よ っ て 成 形
す る の に 用 い ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 蓋 部 １ は 、 上 面 ２ が 正 方 形 状 で 、 そ の 周 縁 部 か ら 下 向 き に 、 四 角 筒 状 の 側 面 部 ３ が
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延 設 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 側 面 部 ３ の 内 側 に 、 容 器 本 体 ４ の 開 口 部 に 形 成 さ れ た 雄 ね じ
部 ５ と ら 合 す る た め の 雌 ね じ 部 ６ が 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 蓋 体 １ の 成 形 に 用 い る 成 形 用 金 型 （ 図 １ に 戻 る ） は 、 ベ ー ス プ レ ー ト １ ０ と 、 こ れ
に 取 り 付 け ら れ る 第 １ の 金 型 Ａ と 、 上 記 第 １ の 金 型 Ａ の 先 端 部 と 対 峙 す る 位 置 に 配 置 さ れ
、 射 出 成 形 時 に 前 進 し て 、 上 記 第 １ の 金 型 Ａ と の 間 で 、 目 的 と す る 蓋 部 １ の 形 状 と な る 成
形 空 間 Ｐ を 形 成 す る 第 ２ の 金 型 Ｂ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 金 型 Ａ ， Ｂ は 、 ４ 枚
の ガ イ ド プ レ ー ト １ １ ～ １ ４ の 内 側 に 嵌 入 保 持 さ れ て い る 。 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ は 締 め 込 み
用 プ レ ー ト で あ る 。 ま た 、 １ ８ は 、 射 出 機 （ 図 示 せ ず ） か ら 射 出 さ れ る 合 成 樹 脂 材 料 を 金
型 Ａ 内 の ラ イ ナ １ ９ に 供 給 す る た め の 供 給 プ レ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 第 １ の 金 型 Ａ と し て 、 ま ず 、 蓋 体 １ （ 図 ５ 参 照 ） の 雌 ね じ 部 ６ を 賦 形 す る た め の 型
が 、 土 台 部 ２ ０ と 、 ２ 個 一 対 の 分 割 賦 形 部 ２ １ 、 ２ ２ と を 組 み 合 わ せ た 形 で 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 土 台 部 ２ ０ は 、 そ の 根 元 部 ２ ３ が 、 ベ ー ス プ レ ー ト １ ０ の 穴 ３ ０ の 段 差 部 に 係 合 す
る フ ラ ン ジ 部 に な っ て お り 、 胴 体 部 ２ ４ の 先 端 側 に 延 び る 両 側 面 が 、 先 端 部 に 向 か う ほ ど
互 い に 接 近 す る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 そ の 内 部 に は 、 ラ イ ナ １ ９ の 一 部 が 形
成 さ れ た 内 筒 ２ ５ が 嵌 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 分 割 賦 形 部 ２ １ 、 ２ ２ は 、 上 記 土 台 部 ２ ０ の テ ー パ 状 両 側 面 に 当 接 し て お り 、 土
台 部 ２ ０ と の 連 結 部 に 設 け ら れ た ガ イ ド ピ ン ２ ６ （ 図 ３ 参 照 ） に よ っ て 、 土 台 部 ２ ０ の テ
ー パ 状 両 側 面 に 沿 っ て 進 退 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 土 台 部 ２
０ と 組 み 合 わ せ た 形 状 が 略 円 錐 台 状 に な っ て お り 、 各 分 割 賦 形 部 ２ １ 、 ２ ２ の 先 端 部 に は
、 雌 ね じ 賦 形 部 ３ １ が 、 略 半 周 分 ず つ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 上 記 分 割 賦 形 部 ２ １ 、 ２ ２ が 、 こ れ を 保 持 す る ガ イ ド プ レ ー ト １ １ 、 １ ２
と と も に 先 端 側 に 向 か っ て 前 進 す る と 、 両 者 が 互 い に 接 近 し な が ら 先 端 側 に 突 出 す る よ う
に な っ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 土 台 部 ２ ０ の 根 元 部 ２ ３ は 、 ベ ー ス プ レ ー ト １ ０ の 穴 ３ ０ の 段 差 部 と 係 合 し て 、
周 方 向 に 回 動 自 在 に 保 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 根 元 部 ２ ３ の 外 周 に は 、 全 周 の 略 ３ 分
の １ の 部 分 に 、 ギ ヤ 歯 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス プ レ ー
ト １ ０ の 裏 面 側 （ 成 形 が 行 わ れ る 側 と は 反 対 側 ） に は 、 穴 ３ ０ の 開 口 縁 に 、 上 記 ギ ヤ 歯 ３
２ と 部 分 的 に 噛 み 合 う 係 合 爪 ３ ３ が ね じ 止 め に よ り 着 脱 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 し た が っ
て 、 上 記 係 合 爪 ３ ３ を 、 鎖 線 で 示 す よ う に 外 し て 、 上 記 根 元 部 ２ ３ の ギ ヤ 歯 ３ ２ を 、 周 方
向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 分 割 賦 形 部 ２ １ 、 ２ ２ の 先 端 に 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 形 成 部 の
周 方 向 の 位 置 を 、 適 宜 調 整 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 上 記 ギ ヤ 歯 ３ ２ の
移 動 は 、 根 元 部 ２ ３ に 形 成 さ れ た ね じ 穴 ４ ０ に 、 適 宜 の ね じ 棒 を 差 し 込 ん で 、 矢 印 の よ う
に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 第 １ の 金 型 Ａ （ 図 １ に 戻 る ） と し て 、 上 記 分 割 賦 形 部 ２ １ 、 ２ ２ の 周 囲 に 、 蓋
体 １ （ 図 ５ 参 照 ） の 雌 ね じ 部 ６ と 側 面 部 ３ と の 間 の 部 分 を 賦 形 す る た め の 部 分 型 ３ ５ が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 上 記 第 １ の 金 型 Ａ の 先 端 部 と 対 峙 す る 位 置 に 、 第 １ の 金 型 Ａ と の 間 で 成 形 空 間 Ｐ
を 形 成 す る た め の 第 ２ の 金 型 Ｂ が 配 置 さ れ て い る 。 上 記 第 ２ の 金 型 Ｂ と し て は 、 蓋 体 １ の
側 面 部 ３ の 外 周 面 を 賦 形 す る た め の 部 分 型 ３ ６ と 、 蓋 体 １ の 上 面 ２ を 賦 形 す る た め の 部 分
型 ３ ７ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 こ れ ら の 型 ３ ６ 、 ３ ７ は 、 こ れ を 保 持 す る ガ イ ド プ レ ー ト １ ３ 、 １ ４ と と も に 進 退 す る
よ う に な っ て お り 、 成 形 時 に は 、 第 １ の 金 型 Ａ に 向 か っ て 前 進 し て 成 形 空 間 Ｐ を 形 成 し 、
成 形 後 は 成 形 品 を 取 り 出 す こ と が で き る よ う 大 き く 後 退 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し た が っ て 、 上 記 成 形 用 金 型 に よ れ ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 金 型 Ａ お よ び 第 ２ の
金 型 Ｂ を 内 部 に 保 持 し た 状 態 で 、 プ レ ー ト 類 １ ０ ～ １ ８ を 圧 締 し 、 通 常 の 射 出 成 形 と 同 様
に し て 、 成 形 空 間 Ｐ 内 で 成 形 を 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 冷 却 後 、 プ レ ー ト 類 １ ０ ～ １
８ の 圧 締 を 解 除 し 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 金 型 Ｂ を ガ イ ド プ レ ー ト １ ３ 、 １ ４ ご と 、
図 面 右 方 向 に 後 退 さ せ る と 同 時 に 、 第 １ の 金 型 Ａ の 分 割 賦 形 部 ２ １ 、 ２ ２ を ガ イ ド プ レ ー
ト １ １ 、 １ ２ ご と 右 方 向 に 前 進 さ せ 、 雌 ね じ 賦 形 部 ３ １ を 成 形 品 Ｑ か ら 外 す よ う に す る 。
そ し て 、 成 形 品 Ｑ を 、 部 分 型 ３ ６ か ら 外 す こ と に よ り 、 簡 単 に 成 形 品 Ｑ を 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た 成 形 品 Ｑ （ ＝ 蓋 体 １ ） は 、 そ の 雌 ね じ 部 ６ が 、 金 型 の 回 転 等 に
よ り 無 理 に 外 さ れ た も の で は な い た め 、 美 麗 に 仕 上 が っ て お り 、 相 手 側 の 雄 ね じ 部 ５ （ 図
５ 参 照 ） と し っ く り と ら 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し か も 、 上 記 成 形 用 金 型 に よ れ ば 、 第 １ の 金 型 Ａ に お け る 雌 ね じ 賦 形 部 ３ １ の 周 方 向 の
位 置 が 、 ベ ー ス プ レ ー ト １ ０ の 裏 面 か ら 調 整 で き る よ う に な っ て い る た め 、 試 作 成 形 に よ
っ て 、 外 形 状 と ね じ 始 ま り の 位 置 と が ず れ て 、 適 正 な 位 置 関 係 で ら 合 が で き な い こ と が 判
明 し た 場 合 に 、 従 来 は 、 金 型 を 全 て 開 い て 再 調 整 す る 必 要 が あ っ た の に 対 し 、 こ の 例 で は
、 裏 面 側 の 締 め 込 み 用 プ レ ー ト １ ７ お よ び 供 給 プ レ ー ト １ ８ を 外 す だ け で 、 簡 単 に 調 整 す
る こ と が で き 、 作 業 効 率 が 大 幅 に ア ッ プ す る 、 と い う 利 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 上 記 の 例 に お い て 、 第 １ の 金 型 Ａ の 土 台 部 ２ ０ に 設 け た テ ー パ 状 両 側 面 の テ ー パ
角 度 （ 図 １ に お い て θ で 示 す ） は 、 成 形 品 Ｑ の 形 状 や 金 型 開 閉 時 の ス ペ ー ス 等 を 勘 案 し た
上 で 、 雌 ね じ 賦 形 部 ３ １ と 成 形 品 Ｑ の 雌 ね じ 部 ６ と の 係 合 が 充 分 に 外 れ る 程 度 に 、 分 割 賦
形 部 ２ １ 、 ２ ２ を 接 近 さ せ る こ と が で き る 角 度 に 設 定 さ れ る 。 ち な み に 、 こ の 例 で は 、 θ
＝ ７ ° に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 の 例 で は 、 雌 ね じ 賦 形 部 ３ １ の 周 方 向 の 位 置 決 め 調 整 を 、 ベ ー ス プ レ ー ト
１ ０ の 裏 面 側 か ら 行 え る よ う に し て お り 、 そ の た め に 、 土 台 部 ２ ０ の 根 元 部 ２ ３ に ギ ヤ 歯
３ ２ を 形 成 し 、 ベ ー ス プ レ ー ト １ ０ 側 に 係 合 爪 ３ ３ を 着 脱 自 在 に 設 け て い る が 、 調 整 手 段
は 、 こ の 構 成 に 限 定 す る も の で は な く 、 適 宜 の 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 記
ギ ヤ 歯 ３ ２ に 噛 み 合 う ギ ヤ を 設 け 、 こ の ギ ヤ に 、 つ ま み ネ ジ 等 で 回 転 を 与 え て 調 整 で き る
よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 も ち ろ ん 、 上 記 の 例 は 、 成 形 品 Ｑ が 、 外 形 状 が 直 方 体 と な る 容 器 の 蓋 体 １ で あ る こ と か
ら 、 ね じ 始 ま り の 位 置 を 適 正 に 決 め る 必 要 が あ っ た が （ ね じ 始 ま り の 位 置 に よ っ て は 、 蓋
体 １ の 角 部 と 容 器 本 体 ４ の 角 部 と が ず れ て し ま う ） 、 円 柱 状 容 器 の 蓋 の よ う に 、 ね じ 始 ま
り の 位 置 が 特 に 問 題 と な ら な い 場 合 は 、 雌 ね じ 賦 形 部 ３ １ の 周 方 向 の 位 置 決 め 調 整 機 能 は
、 特 に 設 け な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 は 、 図 ５ の 蓋 体 １ の よ う な 形 状 に 限 ら ず 、 雌 ね じ 部 を 有 す る 各 種 射
出 成 形 品 の 製 造 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 部 分 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 実 施 例 に 用 い ら れ る 第 １ の 金 型 Ａ の 部 分 的 な 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 実 施 例 の 使 用 態 様 の 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 上 記 実 施 例 に 用 い ら れ る 第 １ の 金 型 Ａ の 部 分 的 な 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 実 施 例 に よ っ て 得 ら れ る 製 品 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ２ ０ 　 土 台 部
　 ２ １ 、 ２ ２ 　 分 割 賦 形 部
　 ２ ３ 　 根 元 部
　 ３ １ 　 雌 ね じ 賦 形 部
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【 図 １ 】

(7) JP 2005-238564 A 2005.9.8



【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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